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一
月
二
十
九
日
と
二
月
三
日
、
宗
像
観
光
協
会
（
吉
武
邦
彦
会

長
）
と
の
共
催
に
よ
る
「
む
な
か
た
大
節
分
祭
」
が
行
わ
れ
、
「
福
」

を
授
か
ろ
う
と
す
る
参
拝
者
約
四
千
人
が
両
日
で
参
集
し
、
寒
さ

を
感
じ
さ
せ
な
い
熱
気
で
賑
わ
っ
た
。

ー
前
旦
一
十
八
日
に
氏
子
青
年
会
、
宗
像
観
光
協
会
の
奉
仕
に
よ

一
り
本
殿
横
に
特
設
舞
台
が
設
け
ら
れ
、
参
拝
者
の
受
入
れ
態
勢
が

整
え
ら
れ
た
。

一
月
二
十
九
日
午
前
十
一
時
、
豆
打
式
は
寒
空
で
は
あ
る
が
好

天
に
恵
ま
れ
一
時
間
前
に
は
今
か
今
か
と
待
ち
構
え
る
参
拝
者
が

押
し
寄
せ
た
。
定
刻
、
昇
殿
参
拝
後
、
神
職
と
共
に
観
光
協
会
メ
ー

ル
会
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
方
々
が
特
設
舞
台
に
上
が
り
、
先
ず

子
供
達
へ
の
豆
打
式
が
行
わ
れ
黄
色
い
歓
声
が
神
苑
に
こ
だ
ま
し

た
。
引
き
続
き
一
般
参
拝
者
の
豆
打
式
が
入
場
制
限
を
行
い
な
が

ら
三
回
に
亘
り
行
わ
れ
た
。
一
旦
豆
打
式
が
始
ま
る
と
寒
さ
を
感

じ
さ
せ
な
い
熱
気
で
さ
ら
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

斎
館
前
で
は
同
協
会
に
よ
る
出
店
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
「
ぜ

ん
ざ
い
」
で
冷
え
た
体
を
温
め
よ
う
と
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の
列

が
出
来
、
節
分
の
神
人
和
楽
の
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

大
節
分
祭
]
0

宗
像
一四孤●
1 ・ 15日月汲祭
午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭

宗像護国神社祭(1日）

午前 11 時～
総社祭

浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(15 日）

4日氏貞公墓前祭

午前 1 1 時～
於＝氏貞公墓前

（宗像市上八）
本年は神式で斎行

19日松尾神社祭

午前11 時～
於＝境内松尾神社

20日皇霊殿遥拝式

午前10時～

未
曾
有
の
大
震
災
か
ら
も
う

ま
も
な
く
一
年
が
経
と
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
一
年
で
多
く

の
日
本
人
が
気
付
か
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
「
が
ん
ば
ろ

う
！
日
本
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
「
日

本
は
―
つ
だ
」
、
「
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
」

と
い
う
絆
で
あ
る
。
今
回
の
大
震
災
を
契

機
に
日
本
人
と
し
て
の
一
体
感
が
急
速
に

深
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
▼
近
年
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
無

縁
社
会
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
た
。
し
か

し
、
東
北
の
被
災
者
の
方
々
の
様
子
を
報

道
で
知
り
、
我
々
が
最
も
痛
感
し
た
こ
と

は
、
家
族
や
地
域
の
絆
の
強
さ
で
あ
り
、

そ
の
大
切
さ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

常
に
前
向
き
に
物
事
を
捉
え
、
毎
日
が
ん

ば
っ
て
い
る
被
災
者
の
方
々
の
言
葉
か
ら
、

我
々
が
逆
に
励
ま
さ
れ
、
勇
気
を
い
た
だ

く
と
い
う
現
象
も
生
ま
れ
た
▼
こ
れ
か
ら

十
年
、
二
十
年
後
に
「
平
成
二
十
三
年
三
月

十
一
日
」
を
振
り
返
っ
た
時
、
日
本
は
あ
の

時
を
境
に
目
覚
め
、
変
わ
っ
て
い
っ
た
、
大

震
災
を
新
た
な
飛
躍
へ
の
大
き
な
力
に
し

た
と
自
信
を
持
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
未
来
へ
の
道
筋

を
描
き
、
家
族
や
友
人
、
地
域
や
社
会
が

手
と
手
を
取
り
合
い
、
こ
の
国
の
あ
る
べ

き
姿
「
心
」
を
結
束
し
、
様
々
な
困
難
に
立

ち
向
か
う
力
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
次
世
代

を
担
っ
て
い
く
子
供
た
ち
に
、
正
し
く
語

り
継
ぐ
こ
と
も
我
々
に
与
え
ら
れ
た
重
要

な
役
割
と
考
え
る
。
（
神
）

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

煉式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 霊話(oq40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
」
か
ら
協
賛
頂
い
[

た
東
京
ー
北
九
州
間
の
往
復
航
空
i

券
や
、
大
島
産
の
ア
ラ
、
宗
像
の
野
一

菜
、
海
産
物
な
ど
の
特
産
品
や
、
i

道
の
駅
む
な
か
た
の
お
買
物
券
に
[

加
え
、
当
大
社
か
ら
は
「
節
分
厄
一

除
み
く
じ
」
の
一
回
無
料
券
を
協
[

賛
し
福
豆
に
付
け
ら
れ
た
。
一

本
年
も
宗
像
観
光
協
会
が
中
心
一

と
な
り
、
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
、
一

宗
像
歴
史
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一

会
な
ど
の
諸
団
体
に
助
成
い
た
だ
一

い
た
ほ
か
、
道
の
駅
む
な
か
た
、
ス
[

タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
に
も
特
別
協
賛

□
了
｀
竺

：
：
い
。
い
冒
汀
妻
ク

4

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
[

l
 

二
月
十
一
日
午
前
十
一
時
、
本
丁
た
。
神
武
天
皇
建
国
以
来
の
国
体

殿
で
我
国
の
誕
生
を
祝
う
建
国
祭
二
護
持
と
皇
室
・
国
家
、
国
民
の
弥

が
斎
行
さ
れ
た
。
口
栄
を
祈
念
す
る
祝
詞
を
宮
司
が
奏

当
日
は
春
先
を
思
わ
せ
る
日
差

□上
、
続
い
て
巫
女
に
よ
る
浦
安
舞

し
に
な
り
、
定
刻
に
は
多
く
の
参
i
奉
奏
、
参
列
者
が
玉
串
拝
礼
を
執

拝
者
が
見
守
る
中
、
高
向
宮
司
以
]
り
行
い
、
祭
典
は
滞
り
な
く
終
了

下
神
職
・
巫
女
、
参
列
者
が
参
進
、
一
し
た
。

所
定
の
座
に
着
座
し
祭
典
が
始
ま
っ
i
初
代
・
神
武
天
皇
が
、
大
和
橿

原
の
地
で
御
即
位

さ
れ
た
日
を
、
我

国
建
国
の
日
と
し

て
い
る
。
そ
の
日
は
、

「
日
本
書
紀
」
で
は
」
建
国
の
日
は
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

辛
酉
の
年
春
一
月
二
J
の
よ
う
な
諸
外
国
と
比
べ
日
本

一
日
と
し
て
い
る
丁
人
の
「
建
国
」
に
対
す
る
認
識
•
関

が
太
陽
暦
採
用
に
一
心
は
低
い
の
で
は
な
い
か
。
先
の
敗

伴
い
現
在
の
二
月
二
戦
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
精
神
・
価
値

十
一
日
に
定
め
ら
二
観
、
歴
史
が
否
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

れ
た
。
戦
前
は
、
二
継
承
が
途
切
れ
た
事
に
要
因
で
あ

「
紀
元
節
」
と
呼
ば
：
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
人
は
、

れ
て
い
た
が
、
敗
戦
[
-
度
建
国
以
来
先
人
達
が
積
み
上

に
伴
い
廃
止
さ
れ
、

□
け
て
き
た
国
柄
・
歴
史
・
文
化
に
つ

昭
和
四
十
一
年
に
一
い
て
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

「
建
国
記
念
の
日
」
一
世
界
に
誇
れ
る
国
で
あ
る
と
確

と
し
て
甦
っ
た
。
二
認
出
来
る
と
共
に
、
混
迷
す
る
現

世
界
の
多
く
の
：
代
日
本
の
今
後
の
指
針
に
な
る
と

国
々
で
も
同
様
に
二
思
う
。

建
国
祭
斎
行

自
国
の
歴
史
を
見
つ
め
直
す
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平
成
二
十
四
年

海
洋
神
事
奉
賛
会
初
会
合

一
月
二
十
八
日
、
宗
像
大
社
海
一
宮
中
へ
の
若
布
献
上
は
、
例
年

洋
神
事
奉
賛
会
の
初
会
合
が
権
田
二
呂
司
と
随
行
神
職
、
各
漁
協
よ
り

仁
八
郎
会
長
、
沖
・
中
両
宮
奉
賛

□推
薦
さ
れ
た
二
名
の
計
四
名
で
参

会
沖
西
敏
明
副
会
長
ほ
か
各
漁
『
内
し
て
い
る
が
、
昨
年
は
東
日
本

協
か
ら
の
代
表
七
名
出
席
の
も
と
丁
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
漁
協
か

斎
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
：
ら
の
随
行
者
は
自
粛
す
る
運
び
と

午
前
十
一
時
よ
り
本
殿
に
於
い
[
な
つ
た

o

そ
の
為
ヽ
会
議
で
は
昨
年

て
大
漁
祈
願
祭
を
斎
行
、
終
了
後
二
参
内
予
定
で
あ
っ
た
宗
像
漁
協
本
所

会
議
へ
入
り
「
若
布
献
上
」
「
秋
季
二
神
湊
）
、
同
地
ノ
島
支
所
の
代
表

大
祭
み
あ
れ
祭
」
に
つ
い
て
審
議
さ

□
か
今
年
改
め
て
随
行
者
と
な
る
事

れ
た
。
こ
か
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
関
係
者
よ
り
現
時
点
で

の
若
布
の
生
育
状
況
が
報
告
さ
れ
、

順
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
献
上
日
を

三
月
二
十
日
前
後
で
調
整
す
る
事

が
決
定
し
た
。

次
に
「
み
あ
れ
祭
」
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
昨
年
約
三
十
年
振
り
に

行
わ
れ
た
陸
上
神
幸
に
関
し
て
は
、

大
き
な
問
題
も
起
こ
ら
ず
、
本
年

も
行
う
事
が
決
定
。

海
上
神
幸
（
み
あ
れ
祭
）
は
、
今

年
神
湊
港
に
新
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
完
成
す
る
の
に
伴
い
、
御
座

船
の
着
岸
場
所
等
が
変
更
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
為
、
事
前
の
打
合

せ
会
を
例
年
よ
り
も
早
く
行
な
う

こ
と
と
し
初
会
合
は
終
了
し
た
。

出
光
興
産
卿
社
員
研
修

二
月
二
十
日
、
出
光
興
産
の
社
丁
中
国
現
地
法
人
の
経
営
層
と
し
て
一

く
こ
じ
あ

員
研
修
が
一
泊
二
日
の
行
程
で
、
：
今
後
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
国
嘉
氏
一

男
性
二
名
（
内
、
中
国
の
方
一
名
）
、
こ
尺
出
光
興
産
創
業
者
・
出
光
佐
一

女
性
二
名
、
引
率
者
一
名
の
計
五
ニ
ニ
氏
が
経
営
の
原
点
と
し
て
多
大
一

名
で
行
わ
れ
た
。
「
な
影
響
を
受
け
た
日
本
文
化
に
触
一

今
回
の
研
修
の
主
な
目
的
は
、
丁
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
思
い
を
継
承
し
i

て
も
ら
う
事
に
あ
っ
た
。
一

研
修
で
は
白
衣
・
白
[
­

袴
を
着
装
し
、
祭
式
作
法
i

（
玉
串
拝
礼
等
）
や
神
道
一

に
関
す
る
講
義
が
行
わ
＂

れ
、
研
修
生
は
真
剣
な

眼
差
し
で
受
講
し
て
い

た
。夜

に
は
高
宮
祭
場
で

鎮
魂
を
行
い
、
一
同
慣
れ

な
い
正
座
で
一
時
の
間
、

日
頃
の
喧
騒
を
忘
れ
精

神
を
集
中
し
て
い
た
。

国
氏
に
、
感
想
を
聞
く
と

「
産
ま
れ
て
初
め
て
正
座

を
し
た
」
と
の
事
、
文
化

の
違
い
を
感
じ
た
。

翌
朝
は
境
内
清
掃

後
、
研
修
終
了
報
告
祭

に
参
列
、
大
社
を
後
に

し
た
。

山
本

◆
研
修
生
の
感
想

国
嘉
（
く
に
・
じ
あ
）

[
出
光
潤
滑
油
（
中
国
）

有
限
公
司
天
津
工
場
長
]

「
以
前
京
都
旅
行
を
し
た
際
、
文

化
が
保
存
さ
れ
て
い
る
事
に
感
動

し
た
。
今
般
宗
像
様
で
日
本
で
は

精
神
的
な
文
化
も
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
更
に
感
動
し
た
。
」

ま
ゆ
み[

人
事
部
教
育
課
]

「
鎮
魂
、
日
供
祭
等
、
厳
粛
な
神

事
を
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
神
様
へ
の
尊
敬
、
そ
し
て

感
謝
の
念
を
忘
れ
る
事
無
く
過
ご

し
て
参
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
」
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従
来
、
宗
像
市
営
渡
船
は
鐘
崎
二
＇
離
島
航
路
の
活
性
化
や
安
定
化
〖
な
り
、
島
民
の
利
便
性
は
格
段
に
一

ー
地
島
間
、
神
湊
ー
大
島
間
の
二
航
：
を
目
的
と
し
て
離
島
航
路
の
見
直
二
局
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
i

路
で
運
営
さ
れ
て
い
た
が
去
る
二
月
：
し
」
の
提
案
が
あ
り
、
宗
像
市
は
、
i
こ
こ
で
二
島
の
紹
介
を
簡
単
に

一
日
よ
り
鐘
崎
ー
地
島
間
を
廃
止
二
＇
離
島
地
域
再
生
計
画
」
に
基
づ
二
す
る
。
大
島
は
、
当
大
社
中
津
宮
[

し
、
地
島
行
き
の
渡
船
は
神
湊
港
：
き
、
離
島
住
民
の
利
便
性
の
向
上
、

□
か
鎮
座
す
る
周
囲
十
五
キ
ロ
の
島
[

に
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

□地
島
へ
の
フ
ェ
リ
ー
就
航
を
視
野
に
一
で
人
口
は
約
八
百
人
。
筑
前
海
域
一

航
路
見
直
し
の
背
景
に
は
、
宗
二
肌
路
の
見
直
し
が
図
ら
れ
る
こ
と
二
C

も
有
数
の
漁
場
と
な
っ
て
お
り
、
一

像
市
職
員
で
構
成
さ
れ
る
「
人
づ
こ
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
市
の
付
属
機
こ
漁
業
が
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
。
[

く
り
で
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
」
か
ら
｛
関
で
あ
る
「
宗
像
市
渡
船
事
業
運
こ
辺
年
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生
一

営
審
議
会
」
に
て
検
了
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
i

討
さ
れ
、
市
は
こ
の
：
も
注
目
さ
れ
、
昨
年
四
月
に
は
釣
一

答
申
を
受
け
神
湊
：
り
堀
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
磯
を
体
験
i

港
と
大
島
、
地
島
そ

□
出
来
る
施
設
「
う
み
ん
ぐ
大
島
」
が
一

れ
ぞ
れ
を
＞
字
型
丁
オ
ー
プ
ン
し
多
く
の
人
々
が
島
を
一

の
航
路
で
結
ぶ
こ
と
こ
訪
れ
て
い
る
。

に
決
定
し
た
。
一
地
島
は
周
囲
九
・
三
キ
ロ
で
人
ロ
一

大
島
へ
は
こ
れ
ま
口
約
二
百
人
、
若
布
や
ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
[

で
も
フ
ェ
リ
ー
が
就
：
な
ど
の
磯
漁
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
一

航
し
て
い
た
が
、
こ
二
又
島
内
に
は
約
六
千
本
の
や
ぶ
椿
一

の
度
地
島
に
も
フ
ェ
ロ
か
自
生
し
、
地
島
の
隠
れ
た
名
産
i

リ
ー
が
就
航
（
第
丁
こ
も
な
っ
て
い
る
。
尚
当
大
社
が
-
_

ニ
・
四
水
曜
日
の
一
こ
切
年
行
っ
て
い
る
宮
中
へ
の
若
布
献
[
-
ー
し
i

便
の
み
）
す
る
こ
と
丁
上
に
使
わ
れ
る
若
布
は
地
島
近
海
こ
に
行
う
為
、
新
し
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
i
に
神
社
仏
閣
・
歴
史
を
イ
メ
ー
ジ

に
な
っ
た
。
地
島
へ
二
C
採
取
さ
れ
て
い
る
。
こ
建
設
さ
れ
る
。
現
在
宗
像
市
は
宗
冨

m
来
る
意
匠
と
な
っ
て
い
る
。

の
フ
ェ
リ
ー
就
航
に
一
今
回
の
再
編
に
よ
り
大
島
・
地
二
像
独
自
の
歴
史
・
文
化
を
基
盤
と
一
運
営
開
始
は
十
月
一
日
、
当
大

よ
り
車
輌
運
搬
も
：
島
航
路
の
拠
点
と
な
っ
た
神
湊
港
丁
し
た
観
光
事
業
に
力
を
い
れ
て
お
：
社
秋
季
大
祭
の
幕
開
け
を
飾
る
「
み

従
来
に
比
べ
容
易
に
こ
に
は
、
渡
船
運
営
を
よ
り
効
率
的□り
、
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
別
図
の
よ
う
：
あ
れ
祭
」
の
当
日
で
あ
る
。

•••••新航路
＿現行航路

白浜港
大島港

泊港

./ 
‘; ....•• 

..1地島～神湊航路 I

神湊港

鐘崎港

·コ

神
湊
港
に
拠
点
を
集
約

＞
字
航
路
へ

宗
像
市
営
渡
船
再
編
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＂
の
後
、
降
雨
等
の
際
の
祭
典
参
列
者
や
参

一
拝
者
の
便
宜
を
図
る
為
、
昭
和
二
十
九
年

こ
証
拝
殿
前
に
外
拝
殿
、
そ
の
後
「
昭
和

一
の
大
造
営
」
の
折
、
拝
殿
を
囲
む
よ
う
に

一
握
舎
が
設
置
さ
れ
た
。

]
外
拝
殿
・
握
舎
を
設
け
な
い
の
も
簡
素

今
回
の
古
写
真
は
、
撮
影
年
が
不
詳
ニ
―
九
二
六
）
に
完
成
し
て
い
る
の
で
写
真
一
で
親
近
感
が
沸
く
一
方
、
降
雨
時
な
ど
の

で
あ
る
が
、
大
体
の
見
当
は
つ
く
。
写
真
二
①
は
大
正
末
期
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
一
祭
典
奉
仕
、
参
拝
の
便
宜
を
図
る
上
で
も

①
の
左
中
程
に
支
柱
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
こ
考
え
ら
れ
る
。
一
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

板
で
覆
わ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
現
一
②
の
写
真
も
同
時
期
と
思
わ
れ
る
。
一
写
真
①
奥
の
平
屋
の
建
物
が
当
時
の

あ
く
し
ゃ

在
の
神
門
を
建
設
中
で
あ
る
と
思
わ
れ
二
現
在
の
よ
う
に
拝
殿
周
り
に
握
舎
は
無
一
社
務
所
、
そ
の
横
に
あ
る
白
壁
の
建
物
が

る
。
現
在
の
神
門
は
大
正
十
五
年
口
く
、
す
っ
き
り
と
し
た
印
象
で
あ
る
。
そ
一
宝
庫
で
あ
る
。

i
l
i
"
じ

1

国
国
国
国
国

春まつりの御案内
春季大祭を下記行事日程で斎行致しますので、

皆様方お誘いの上御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

◆3月 31 日（土）午後 5 時

午後 6 時

午前 1 1 時◆4月 1 日（日）

◆4月 2 日（月） 午前 1 1 時

午前 1 1 時40分

午後 2 時

総社地主祭

宵宮祭

一日祭

（氏子奉幣・主基地方風俗舞・浦安舞）

二日祭（海洋神事事業功労者表彰）

宗像護国神社春季大祭

高宮祭

第二宮・第三宮祭

交通安全講社祭

献茶祭（南坊流）
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一
北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

一
訪
ね
来
し
娘
と
語
り
合
ふ
し
ば
し
の
間
年
賀
の
人
々
短
歌
の
話

口
年
賀
に
来
た
娘
と
の
楽
し
い
語
ら
い
。
ニ
・
三
句
は
言
葉
を
入
れ

一
替
え
〈
娘
と
し
ば
し
語
り
合
ふ
〉
と
順
当
に
し
て
は
。

一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

二
束
し
方
の
苦
難
は
何
ぞ
震
災
の
津
波
の
映
像
に
覆
え
さ
る
る

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

~
自
分
で
は
苦
難
の
多
い
来
し
方
と
思
っ
て
い
た
が
、
東
日
本
震
災

戦
争
の
疼
き
は
遠
し
島
の
海
昇
華
し
て
咲
く
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ
~

~
と
津
波
を
見
て
以
来
考
え
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
歌
。

戦
地
だ
っ
た
南
の
島
に
旅
し
た
作
者
。
海
と
花
の
美
し
さ
に
戦
後
[
-

一
の
時
間
の
長
さ
を
実
感
し
た
の
だ
。
四
句
は
何
が
昇
華
し
た
の

[
C一
三
句
は
〈
震
災
と
〉
に
。

か
が
読
者
に
も
解
る
よ
う
に
。

一
宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

i
流
行
は
関
係
無
い
の
よ
亡
き
母
の
セ
ー
タ
ー
を
着
て
行
く
新
年
会

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

~
母
の
愛
用
の
セ
ー
タ
ー
を
着
て
行
け
ば
ど
こ
で
で
も
母
を
感

高
宮
ゆ
飛
び
立
ち
し
も
の
翼
龍
に
手
を
振
ら
む
と
し
夢
の
醒
め
た
り
~~

—
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
自
分
に
照
れ
る
作
者
の
心
情
が

シ
ュ
ー
ル
な
夢
を
見
た
作
者
。
奇
想
と
も
見
え
る
が
宗
像
大
社
i

~
ー
ニ
句
ま
で
の
口
語
に
う
か
が
わ
れ
る
。

一
の
高
宮
な
ら
ば
あ
り
そ
う
な
気
も
し
て
、
面
白
い
歌
に
な
っ
た
。
~

~
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
~

i
暖
か
き
松
の
内
な
る
青
空
に
二
つ
の
凧
の
高
く
泳
げ
り

今
日
も
ま
た
わ
づ
か
な
不
安
抱
へ
つ
つ
明
日
を
信
じ
て
生
き
継
ぎ
て
ゐ
る
~

~
暖
か
い
、
青
空
、
高
く
と
晴
れ
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
言
葉
を
並
べ
、

人
は
み
な
不
安
や
問
題
を
な
に
か
し
ら
抱
え
て
い
る
も
の
だ
。
~

一
~
松
の
内
の
め
で
た
さ
が
凧
で
上
手
く
表
現
さ
れ
た
一
首
。

そ
れ
で
も
明
日
を
信
じ
一
日
一
日
を
生
き
継
ぐ
作
者
。
作
者
の
こ

前
向
き
な
姿
勢
を
応
援
し
た
い
。
~

一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

i
先
輩
を
越
し
い
く
た
り
も
友
送
り
批
ま
で
は
二
十
五
年
し
か
な
い

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
~

~
人
生
の
残
り
時
間
に
思
い
を
は
せ
る
作
者
。
も
う
亡
く
な
っ
た

さ
み
ど
り
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
入
れ
し
朝
が
ゆ
に
地
島
わ
か
め
の
み
そ
汁
う
ま
し
~

口
先
輩
や
友
人
よ
り
も
長
く
生
き
て
い
る
と
い
う
心
細
さ
。
四
句

＿
健
康
を
支
え
る
の
は
食
事
。
朝
食
を
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
自
分
~i

は
批
の
享
年
が
必
要
だ
ろ
う
。

一
を
嬉
し
く
思
う
作
者
の
気
持
が
よ
く
分
か
る
、
爽
や
か
な
歌
。
~

i
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
~

こ
罹
太
坂
函
嶺
随
道
宮
の
下
箱
根
駅
伝
の
地
名
は
親
し

大
振
り
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
ク
片
付
け
む
似
合
わ
ぬ
わ
れ
と
知
り
た
る
今
は
~

~
正
月
二
旦
―
―
日
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
箱
根
駅
伝
の
中
継
放
送

作
者
の
胸
に
は
大
き
な
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
を
下
げ
颯
爽
と
歩
~

い
て
い
た
若
い
自
分
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
気
が
つ
け
ば
似
合
わ
~

-
―
な
く
な
っ
た
寂
し
さ
が
出
て
い
る
。
」
を
毎
年
見
て
い
る
作
者
か
。
地
名
の
並
べ
方
に
リ
ズ
ム
感
が
あ

i
り
快
い
。
地
名
の
間
に
は
読
点
を
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
i

泉
よ
り
な
ほ
青
き
色
た
た
へ
た
る
燃
料
棒
の
沈
む
原
子
炉
]
コ
卦
]
沼
「
!

i
北
風
に
花
弁
ふ
る
は
す
パ
ン
ジ
ー
に
巻
き
て
や
り
た
し
小
さ
き
マ
フ
ラ
ー

原
発
と
言
え
ば
福
島
の
事
故
が
先
ず
連
想
さ
れ
る
が
、
原
発
の
~

内
部
は
意
外
に
も
美
し
い
色
だ
っ
た
。
静
か
だ
が
、
放
射
性
物
質
~

と
そ
の
美
が
作
る
印
象
的
な
一
首
。
~

畔
麗
暉
宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

ア
イ
リ
ス
を
花
弁
し
ほ
る
る
花
と
し
て
ゴ
ッ
ホ
は
描
き
き
心
病
む
日
に

今
回
は
私
事
で
ご
勘

弁
下
さ
い
▼
双
子
を

授
か
っ
て
早
五
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。
首
も

据
わ
り
、
表
情
も
豊
か
に
な
り
私
の
問
い
掛

け
に
も
応
じ
て
く
れ
ま
す
。
日
々
成
長
の
跡

が
見
ら
れ
、
帰
宅
後
の
妻
か
ら
の
報
告
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
了
育
児
の
方
は
、
自
分

な
り
に
手
伝
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
右

往
左
往
し
て
し
ま
い
逆
に
家
事
を
し
て
い
る

妻
の
手
を
借
り
て
し
ま
う
な
ど
果
た
し
て

役
に
立
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
：
·
。
近
頃
、

妻
を
見
て
い
る
と
良
い
意
昧
で
女
性
は
子
供

を
産
む
と
強
く
な
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
▼

結
婚
す
る
前
、
あ
る
人
か
ら
夫
婦
生
活
の
秘

訣
は
「
尻
に
敷
か
れ
る
」
事
だ
と
言
わ
れ
、
「
そ

ん
な
馬
鹿
な
」
と
思
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
ま
ま
行
く
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内

に
尻
に
敷
か
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

▼
た
だ
『
山
の
神
』
に
は
な
ら
な
い
よ
う
願

い
た
い
も
の
で
す
。
（
松
）

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)
六
ニ
ー
一
三
―
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代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
•
松
林
拓

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

正
月
の
顔
し
て
犬
の
泊
り
け
り

じ
比
国

俳
句
作
品
集


